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（従来）

【事業名称】
「部品調達から製品配送まで一貫した集中配車コントロール
によるＣＯ2削減の取組み」

サプライチェーンに関わる物流全体の環境負荷低減を推進サプライチェーンに関わる物流全体の環境負荷低減を推進

部品調達、製品輸配送においては、富士通、グループ会社、
販社、部品サプライヤが個々に最適化を図り、輸配送を実施

部品調達、製品輸配送においては、富士通、グループ会社、
販社、部品サプライヤが個々に最適化を図り、輸配送を実施

部品調達から製品配送にまたがる物流全般において、
物流情報を集約・一元管理し、物流効率の全体最適化
を図る｢集中配車コントロール支援システム｣を構築

部品調達から製品配送にまたがる物流全般において、
物流情報を集約・一元管理し、物流効率の全体最適化
を図る｢集中配車コントロール支援システム｣を構築

事業概要

（取組）



All Rights Reserved, Copyright FUJITSU LIMITED 20072CONFIDENTIAL

事業のポイント

物流事業者の配車効率を促進するため、荷主企業が連携して
「支援システム」を構築・運用

各種物流情報（重量・容積・輸配送状況）について、重量容積測定
装置や車載端末等の導入によるデータ精度の向上

サプライチェーン全般にわたるパートナー企業でのモデル化

・富士通㈱
・㈱富士通ﾋﾞｼﾞﾈｽｼｽﾃﾑ
・㈱富士通ﾊﾟｰｿﾅﾙｽﾞ
・富士通ｺﾜｰｺ㈱

・ﾐﾂｲﾜ㈱

・日本ｼｰｹﾞｲﾄ㈱
・ｳｴｽﾀﾝﾃﾞｼﾞﾀﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱

当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ

販社

部品ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ

・DHL
ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ㈱

荷主企業 物流事業者

計 ８社
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取組み内容

①共同輸配送拡大に向けた首都圏物流センター
の統廃合

②物流情報のデータ化

③集中配車コントロールによる共同輸配送の実施

④共同輸配送実施時のCO2排出量算定
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活動スケジュール

事業策定 新運用設計 システム構築

▼モデル事業認定
（06/5月）

▼補助金交付認定
（06/7月）

▼運用開始
（07/2月）

運用

運行支援システム開発
（車載端末）

運行支援システム開発
（車載端末）

集中配車コントロール
支援システム開発

集中配車コントロール
支援システム開発

ＣＯ2算定システム開発ＣＯ2算定システム開発

事業案
策定

事業案
策定

倉庫
統廃合

倉庫
統廃合

06/3月

06/6月

07/2月

06/９月

07/2月

07/2月

（事業開始以前より準備）

パートナー
の選定

集中配車の
ルール決め

▼車載端末搭載

▼計測機導入

06/11月

07/1月

重量・容積実測
マスタ化

車両情報取得
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＜実施前＞調達～配送イメージ（首都圏）

＜実施前＞調達/製造/販売の各プロセスで各社・各拠点が個別に配車、輸配送

・
・
・

A倉庫

B倉庫

C倉庫

D倉庫

E倉庫

製造工場

顧客

顧客

顧客

顧客

顧客

顧客

部品
サプライヤ

・
・
・

製造工場

個別配車･輸送個別配車･輸送 個別配車･輸送個別配車･輸送 個別配車･輸送個別配車･輸送

部品
サプライヤ

調達 製造 販売
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＜実施後＞調達～配送イメージ（首都圏）
＜実施後＞調達～販売までのサプライチェーン全般のプロセスにおいて、複数荷主

の荷物・出荷情報を集約し、配車効率化を実施（第一ｽﾃｯﾌﾟ:首都圏）

調達 製造 販売

製造工場

部品
サプライヤ

・
・
・

製造工場

部品
サプライヤ

顧客

顧客

顧客

顧客

顧客

Ａ倉庫

E倉庫

④車載端末活用による
CO2排出量自動算定

Ｄ倉庫

顧客

集中配車コントロール 共同輸配送実施集中配車コントロール 共同輸配送実施集中配車コントロール
（配車コントロールセンター）

集中配車コントロール
（配車コントロールセンター）

③集中配車コントロール
支援システム構築

帰り便を活用した
ミルクラン

帰り便を活用した
ミルクラン

部品
サプライヤ

②
物
流
情
報
の

デ
ー
タ
化

①物流センター統廃合
（首都圏５ヵ所⇒３ヵ所）

DHLｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ
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①首都圏物流センターの統廃合①首都圏物流センターの統廃合

５拠点 ３拠点

Ｅ倉庫
(輸出入、電ﾃﾞﾊﾞ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社)

Ｅ倉庫
(輸出入、電ﾃﾞﾊﾞ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社)

Ｄ倉庫
(保守部品、ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社)

Ｄ倉庫
(保守部品、ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社)

Ａ倉庫
(ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ、販促、総務、ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社他)

Ａ倉庫
(ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ、販促、総務、ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社他)

Ｅ倉庫(輸出入)Ｅ倉庫(輸出入)

Ｄ倉庫（保守部品)Ｄ倉庫（保守部品)

Ｃ倉庫(販促他)Ｃ倉庫(販促他)

Ｂ倉庫(電デバ、総務他)Ｂ倉庫(電デバ、総務他)

Ａ倉庫(プロダクト他)Ａ倉庫(プロダクト他)

システムインフラの構築と並行し、５ヶ所に分散していた富士通の物流センターを
３ヶ所に統廃合し、首都圏における共同配送網を整備

＜実施前＞＜実施前＞ ＜実施後（～06年6月)＞＜実施後（～06年6月)＞



All Rights Reserved, Copyright FUJITSU LIMITED 20078CONFIDENTIAL

②物流情報のデータ化

* 画像の一部を新光電子㈱のカタログより引用

計測システムで
重量・容積を測定

配車コントロールセンター配車コントロールセンター

容積・重量データを活用した
積載率の最大化、輸送モード
の選択を実施

荷物情報

容積重量
情報

配送指示

保守部品

製品

配送指示

配送指示

<配送指示>
・配送ルート、タイムチャート
・配車台数
・指定時刻 ・搬入制限事項、等

<配送指示>
・配送ルート、タイムチャート
・配車台数
・指定時刻 ・搬入制限事項、等

修理品
部品、他

マスタ

容積重量
情報

容積重量
情報

重量･容積測定装置を導入し、従来マスタ化されていなかった、保守部品や
部品類についても重量容積の情報を取得、データ化
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③集中配車コントロールによる共同輸送の実施

分散して提供していた複数荷主の荷物・出荷情報を集約し、各社異なっていた
データ形式を変換、統一化することで、一元的な参照を可能にし、物流事業者
による集中配車コントロールを実現

重量、容積、納地、納期、搬入条件、*輸送モード 等

富士通富士通部品サプライヤ部品サプライヤ グループ会社グループ会社 販社販社

配車コントロール
センター 集中配車集中配車

荷物・
出荷情報

荷物・
出荷情報

荷物・
出荷情報

荷物・
出荷情報

荷物・出荷情報集中配車コントロール
支援システム

富士通富士通部品サプライヤ部品サプライヤ グループ会社グループ会社 販社販社

物流事業者物流事業者

荷物・
出荷情報

荷物・
出荷情報

荷物・
出荷情報

荷物・
出荷情報

配車配車 配車配車 配車配車 配車配車

＜実施前＞＜実施前＞

＜実施後＞＜実施後＞

･共同輸配送
(部品、製品)

･返り便活用
･ＪＲ輸送DHLｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ

各社毎に異なる出荷指示内容、フォーマット、締めのタイミング

出荷指示内容、フォーマット、締めのタイミングを統一
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③集中配車コントロールによる共同輸送の実施

物流事業者物流事業者

集中配車コントロール支援システム（07/2月～稼動）

部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ

部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ

製
造
工
場

製
造
工
場

物
流
セ
ン
タ
ー

物
流
セ
ン
タ
ー

顧
客
顧
客

貸切便

ミルクラン

帰り便ミルクラン

混載便

貸切便

定期ルート便

ＪＲ（ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ）

混載便

貸切便

共同輸送

混載便

・
・
・

-

-

-

-

搬入条件

販社
Ｂ社

部品
A社

富士通

富士通

荷主

・
・
・

12/26

12/26

12/26

12/26

発日

-12.04001200ＨＤＤ35923福島県
成田
DC3

-1.510010FMV123ﾘﾍﾟｱ福島県
東京
DC2

-2.55020FMV8250NB品川区
東京
DC1

・
・
・

4

Ｎｏ

・
・
・

300

重量

・
・
・

300

数量

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

-3.0C23489239神奈川県
東京
DC

・・・容積品名納地発地

輸
送
モ
ー
ド
選
択
、

配
車
、
積
合
せ

各オーダーの出荷情報を基に、最適な輸送モード、積合せ可否等を物流事業者側
で判断し、環境保全を考慮した配車を実現

配車コントロール
センター
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④共同輸配送実施時のCO2排出量算定
◆車載端末の導入による車輌情報取得（07年2月～稼動）

物流事業者のトラックに車載端末を搭載、車輌情報（走行距離・燃費・荷積荷卸情報他）を実測

※ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞや急加減速防止ｱﾗｰﾑ機能により、ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの省エネ運転意識向上 にも寄与⇒燃費向上

◆CO2排出量算定システムの導入（07年2月～稼動）
・車載端末の実測データおよび輸送明細データを活用して荷主別のCO2を自動算定
・共同配送を実施した場合には排出量の自動按分を実施

物流センター物流センター

B社顧客

A社顧客

A社荷物

B社荷物

C社荷物

車載端末
搭載車両

距離測定距離測定 距離測定距離測定

距離測定距離測定

配達完了入力配達完了入力

配達完了入力配達完了入力

配達完了入力配達完了入力

C社顧客
A社：ＣＯ2**ｔ
B社：ＣＯ2**ｔ
C社：ＣＯ2**ｔ

CO2算定
ｼｽﾃﾑ

各社へ提供
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CO2削減効果

１．首都圏物流センター統廃合（５カ所→３カ所）

２．帰り便の活用による調達部材の共同輸送

３．集中配車コントロールによる首都圏共同配送、

積載率向上

CO2削減効果（年換算）：▲313t(20.8％減)

今後、上記施策を全国に展開し、更なるCO2削減を実施今後、上記施策を全国に展開し、更なるCO2削減を実施
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最後に

お客様へ提供

環
境
ノ
ウ
ハ
ウ

社
内
実
践
に
よ
る

研究・開発、設計、製造、調達、物流、リサイクル

Green Policy Innovation

IT活用による
環境負荷低減

ITインフラの
環境負荷低減

お客様の環境負荷を低減

ITインフラ

ソリューション

ソフト／サービス（アウトソーシング，コンサルティング など）

プラットフォーム、ネットワーク、ソフトウェア
ユビキタス、電子デバイス、半導体

富士通のグリーンIT
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